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1  活動概要と「障がいのある子のお金の教育」
の課題
障がい者支援の現場では多額のゲーム課金や

ネットショッピング、次々登場する決済手段に

支援者が追い付けないなど、お金の使い方の課

題が増えています。お金で学ぶさんすうは、お

金のトラブルを未然に防ぐため、子どもが社会

に出る前にお金の教育を公教育と連携して実施

することで、子どもとその家族が安心して笑顔

で暮らせる社会づくりを目指しています。

ゆうちょ財団様には 2017 年の活動開始当初よ

り毎年ご助成いただき、買い物を含む料理教室

の実施や特別支援学校と連携したお金の教育プ

ログラムの開発、活動成果を発表する場である

「特別支援ライフスキル教育研究会」の開催など

をサポートしていただいています。

公教育でお金の学習を実施する上では、以下

2 点の課題があります。

（1）知的障がいのある児童生徒は、抽象概念理

解の困難さから「学校算数（注 1）」の知識を「生

活算数（注 2）」に転用しにくい特性がある。

（2）小中学校段階では「学校算数」の向上が求

められるが、高校段階では「生活算数」を求

められ、生活スキルの体験不足により十分な

教育実施が難しい。

（1）の事例として、教科書のお金のイラスト

と手元の現金が同じものを表すことの理解の困

難さや、模擬貨幣と本物の現金を別物と捉える

特性などがあります。

上記の課題に対処すべくお金で学ぶさんすう

では社会に出た後の生活を想定し、まず「生活

算数」の獲得を目指し、それを「学校算数」に

結び付ける学習方法を実施しています。

（注 1）「学校算数」は教科書やドリル学習を中

心とした「教科」としての算数学習をいう。

（注 2）「生活算数」は買い物でお金を数えるなど、

日常生活で使う数や計算をいう。

2　生活算数を学校算数につなげる学習の取り
組み事例（公立小学校特別支援学級の実践）

（1）数の数え方が困難な小学6年のAさん
A さんの「学校算数」の理解度は、数の数え

方が理解できておらず、国語については読めて

も書けない状態でした。そこで学校のお金の学

習として「数の三項関係（図 1）」を学習させる

とともに、「生活算数」の学習として放課後等デ

イサービスとの連携による買い物学習を実施し

たところ、生活面でのお金の使い方を把握でき
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るようになり、おこづかいを予算分けしてやり

くりできるなど「生活算数力」が向上しました。

（図 2）

（2）2けたの数を書くことが難しい小学 3
年のCさん
C さんの学習開始当初の「学校算数」の理解度

は、2 けたの数を書くことも難しい状態で九九

も苦手でした。そこで学校で「生活算数」の学

習として現金を使用した買い物学習を実施した

ところ、買い物では 4 けたのたしざんを暗算で

できるようになり、生活の中でかけ算を理解で

きるようになりました。C さんの「学校算数」

の学習は、理解度に合わせて算数の教科書を小学

1 年～ 3 年にまたがって使用しています。（図 3）

3  特別支援教育の学びの特性と必要な学習
環境
近年子ども向けの金融教育は広がりを見せて

いますが、特別支援教育では障がいの特性によ

り一般的な金融教育が効果的ではない事があり

ます。

たとえば銀行の役割を学習する場合、一般的

なお金の教育では日本銀行と銀行、企業や消費

者との関係性などの「知識やしくみ」を教室で

学んだ後に実生活に活かす学び方が中心です。

（金融リテラシー教育）

一方、特別支援教育で銀行の役割を学ぶ場合

は、銀行の協力を得て ATM の操作や入出金体

験をさせてもらうなど日常生活の流れの体験が

重要です。 （ライフスキル教育）

これら「現場・実践」を重要視する特別支援

教育の学びの特性は、支援学校の校内に一般の

方も利用できるカフェがあることや、実習先の

職場に直行直帰することが学習単位になるなど

の学校教育環境にもあらわれています。

4　企業や地域の協力で成り立つキャッシュ
レス決済の学習
支援現場の課題であるキャッシュレス決済の

理解には、銀行の仕組みの理解が必要です。現

金を使うにしても給料が銀行振り込みである以

上、ATM の操作からは逃れられません。

学 校 や 保 護 者 は 在 学 中 に ATM の 操 作 や

キャッシュレス決済の体験ができる場を求めて

図 2　A さんの「生活算数」学習成果

図 3　C さんの「学校算数」の学習のようす

図 1　数の三項関係
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いますが、現状は教室内の学習にとどまってい

ます。

障害のある児童生徒に効果的なお金の学習を

実現するには、お金の流れをつかさどる銀行や、

地域の「衣・食・住」にかかわる企業、通信会

社などの協力が必要です。お金で学ぶさんすう

は、これら生活を支える企業と学校とをつなぐ

ハブとなり、子ども達の学びを支える活動を通

して企業、学校が一丸となって地域活性化に貢

献できるようにしたい考えです。

5　学校を中心に活動を展開する理由
お金で学ぶさんすうは、発足時から一貫して

『公教育の場でパーソナルファイナンス教育を充

実させる』ことを目標に活動を続けています。

その大きな理由として以下の 4 点が挙げられま

す。

・単発授業ではなく、体系的かつ継続的に学習

ができる環境である

・公教育は誰もが必ず通る道であり平等な学び

の機会を提供できる

・金融系民間企業等から一定の距離を置き、中

立性が担保される

・保護者の金銭面、介助等の負担が軽くて済む

目標実現のため、学校教育でのより効果的な

指導法を先生方ご自身でデザインできることを

目指して、授業をエンパワメントする伴走者と

して活動しております。

具体的には 2019 年度よりお金で学ぶさんすう

の共同代表である仲田が、京都市立白河総合支

援学校の特別非常勤講師としてパーソナルファ

イナンス教育のサポートを行っています。

6　学校教育支援のグランドデザイン
2022 年度はお金で学ぶさんすうの学校教育で

の支援内容と将来の方向性について、文部科学

省特別支援教育課の職員の方々と意見交換をす

る機会をいただき、以下のようなグランドデザ

インをお伝えすることができました（図 4）。

このグランドデザインは学習指導要領の「生

きる力を育む」という目標に準じています。

また、将来的にはお金で学ぶさんすうが、生

徒が卒業して社会に出ても学び続けることがで

きる素地と環境を整えるハブとなることを見据

えています。新学習指導要領では、社会に開か

れた学校づくりが一層強調されており、学習指

導要領が学校だけでなく地域社会の学びのツー

ルとなることが望まれています。当団体の活動

がその一助となるようにデザインしています。

7　価値観と自己選択を大切にする授業づくり
新学習指導要領では、家庭科の授業でファイ

ナンス教育が新たに取り入れられることになり

ました。また、すでに特別支援学校では算数や

数学の授業でもお金の計算について取り上げら

れてきました。お金で学ぶさんすうは、ファイ

ナンスに関する知識ももちろん大切ですが、そ

れ以上にひとりひとりの価値観に焦点をあてた

授業づくりを心がけています。現在、福祉の現

場では、ネットでのローンやショッピング、課

金制のゲーム等、支援者の方々の目の届かない

ところでの金銭トラブルが多発しており、従来

の管理的なサポートが立ち行かなくなっていま

す。白河総合支援学校では、USJ で 1 日過ごす

計画を立てる際に、限られた予算で、食事やグッ

ズ、お土産にどのようにお金を使うかを考え、

話し合う授業が実施されています。お小遣いの

計画を生徒同士が共有することで、他人とは違

う価値観への気づきが促されます。自分の価値

がお金の使い方に大きく影響することや、小売

価格や相場の概念を教える際にも、人々のモノ

やサービスに対する価値が値段を決めることを
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理解させることを通して、自己理解を深め、お

金の使い方や貯め方に対して自己選択や自己決

定ができる力を育てようと努力しています。

8　学校支援の成果
2022 年、白河総合支援学校では学校の研究

テーマにお金の学習が指定され、先生方全員が

パーソナルファイナンスに関する授業を実践し、

複数回の研究授業が行われました。お金で学ぶ

さんすうは、パーソナルファイナンスを 4 領域

に整理して、学習目標を作成し（図 5）、具体的

な先生方の個別の授業づくりを支援しました。

2023 年度は一年間で実践した授業を整理して、

学校のカリキュラムの中に適切に授業を配置す

ることで、卒業までの 3 年間を通じた体系的で

継続的な指導を目標にしています。

9　課題と今後の展望
2022 年度において学校で実施した授業は、（図

6）のように、総授業実施数 229 時間、受講生徒

3,117 名となります。この実績から、学校の授業

でパーソナルファイナンス教育を実施すること

は非常に合理的かつ効果的な実践となることを

確信しております。次年度は、すでに述べまし

た学校カリキュラムの開発を進めるとともに、

授業の効果を検証したいと考えております。ま

た、現在の取り組みをさらに多くの学校に広げ

るために、広報活動を充実させ、ひとりでも多

くの方々が、自分らしく生き生きと暮らす社会

の実現に向けて一層努力して参ります。一隅を

照らすこの取り組みに対して、これまで多くの

方にご賛同いただき活動を続けるができました。

今後もご支援をどうぞよろしくお願い致します。

図 4　 学校連携のグランドデザイン

（出所）NPO 法人お金で学ぶさんすう作成
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図 5　【ファイナンス教育の 4 領域と学習目標　Ver2.1】お金で学ぶさんすう ®

（出所�）金融広報中央委員会発行「学校における金融教育の年齢層別目標【改訂版】をもとに NPO 法人お金で学ぶさんすう
で作成

【ファイナンス教育の 領域と学習目標 】お金で学ぶさんすう® ※参考資料 金融広報中央委員会発行「学校における金融教育の年齢層別目標【改訂版】」

《お金と私》 自己理解・自己管理能力 人間関係形成・社会形成能力

・自分の価値観に気づき、他の人の価値観を認めることができる

・お金の使い方は価値観によって決まることに気づく

・モノの価格は多くの人の価値によって決まることがわかる

・賃金や給料から自分にとって働くことの価値に気づく

・お金を使うことが社会や人にどんな価値をもたらすのかがわかる

・お金を貯めることが社会や人にどんな価値をもたらすのかがわかる

・お金を投資することが社会や人にどんな価値をもたらすのかがわかる

・お金を寄付することが社会や人にどのような価値があるかがわかる

・自分らしいお金の活用の仕方がわかる

《お金と社会》 情報収集・探索能力 職業理解能力

・モノの価値と相場の関係がわかる

・様々なリスクにお金が必要であることがわかる（運転事故・病気・ケガ）

・国の社会保障制度（障害年金制度）がわかる

・社会保険と民間保険の特徴と違いがわかる

・キャッシュレス決済の種類と仕組み、メリット・デメリットがわかる

・ローンの種類と仕組み、メリット・デメリットがわかる

・金融商品・資産形成商品の種類とリスクがわかる

・消費者の様々なトラブル（契約等）とそれらを回避する方法がわかる

《お金と将来》 役割把握・認識能力 計画実行能力

・給料の決まり方と昇給の条件がわかる

・給料表の見方がわかる

・自分自身や社会に対して、働くことの価値や意義を表現できる

・働く中でできる余暇活動を想像し計画できる

・自分の将来の目標に基いてライフイベントを決めることができる

・ライフイベントに基いたライフプランを考えることができる

・ライフプランに必要となるキャッシュフロー表を作ることができる

・ 年後、 年後、 年後の自分の生活について想像することができる

・国民一人ひとりが、自立的で安心かつ豊かな社会の実現に、自分がどう

かかわるのかを考えることができる

《》 《お金と選択》 課題対応 意思決定能力

・お金の知識と実際のお金の使い方は違うことがわかる

・お金の つの役割（使う・貯める・増やす・施す）がわかる

・消費対象がニーズとウォンツで区別できることがわかる

・豊かさに関して、リッチとウェルスの観点と生活の仕方の違いがわかる

・お小遣い管理の体験から自分の資産の計画的な管理方法がわかる

・オンライン購入やキャッシュレス決済等についての方法やリスクがわかる

・銀行口座の開設・利用方法やネットバンキングの方法がわかる

・目的に応じた貯蓄の方法がわかる

・貯蓄で対処できないリスクの存在と保険加入等の対処方法がわかる

お金と私

（自己理解・自己管理能力）

お金と社会

（情報活用能力）

お金と将来
（将来設計能力）

お金と選択
（意思決定能力）

ファイナンス教育の 領域
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図 6　2022 年度京都市立白河総合支援学校活動実績合計表

（出所）京都市立白河総合支援学校の学習指導案をもとに NPO 法人お金で学ぶさんすうで作成

  

９ 課題と今後の展望

2022年度において学校で実施した授業は、（図

6）のように、総授業実施数 229時間、受講生徒

3,117名となります。この実績から、学校の授業

でパーソナルファイナンス教育を実施すること

は非常に合理的かつ効果的な実践となることを

確信しております。次年度は、すでに述べまし

た学校カリキュラムの開発を進めるとともに、

授業の効果を検証したいと考えております。ま

た、現在の取り組みをさらに多くの学校に広げ

るために、広報活動を充実させ、ひとりでも多

くの方々が、自分らしく生き生きと暮らす社会

の実現に向けて一層努力して参ります。一隅を

照らすこの取り組みに対して、これまで多くの

方にご賛同いただき活動を続けるができました。

今後もご支援をどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

図 年度活動実績合計表

 
（出所）京都市立白河総合支援学校の学習指導案をもとに NPO法人お金で学ぶさんすうで作成 

 

指導案
(件)

授業数
累計(限)

授業実施
教員数　累計(人)

受講　生徒数
累計(人)

実施回数 受講者数

【白河総合支援学校 研究授業　】

　　3年生　 授業実施 年間合計

　　2年生　 授業実施　年間合計

　　1年生　 授業実施　年間合計

　　学科別(1年～3年合同)　授業実施　年間合計

　　教員研修実施　年間合計

白白河河総総合合支支援援学学校校  研研究究授授業業　　年年間間活活動動合合計計

授業実施 教員研修

活動実績合計表(教員研修/カリキュラム構築等)


